
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年 4月 1日【第 53号】（班回覧） 

編集・発行 山陽小野田市厚陽公民館 

山陽小野田市大字郡 3226番地の 11  

TEL0836-74-8400  FAX0836-75-0628 

（※裏面に続きます） 

 桜の開花と共に新年度がスタートしました。日増しに暖かくなり、すっかり春

の日和ですね。でも、桜が満開になっている期間は意外に短いもの。公民館に桜の

絨毯（じゅうたん）が敷かれるのも時間のうちでしょう。開花の状況を見ながらで

すが、夜間は前庭でライトアップも実施しています。（雨天日は除きます） 

公民館の桜に限らずですが、ぜひ皆さん、今しかない時間を大切に過ごされて

ください。当館も引き続き、厚陽地区に根差した公民館運営に努めて参ります。 

地域の皆さん、今年度も厚陽公民館をどうぞよろしくお願いいたします。 

新年度の公民館講座・クラブ活動が始まります！ 

 おなじみの講座やクラブはもちろんですが、今

年度も新しい取り組みを検討中です。今後も地域

の皆さんのお声を聞きながら、厚陽らしい学びを

企画したいと思っています。お楽しみに！ 

 この日のために、委員の皆さんが一生懸命

に準備をしてこられました。厚陽で長年続く

種まきや苗配布も、こうした皆さんのお姿が

あるからこそ実現できる活動です。そして、こ

の伝統を守っていくための手立てを、私たち

も一緒に考えていかなければなりませんね。 

 

 

 

★“春の種まき”のお知らせ ★ 

 （厚陽地区緑と花の推進協議会） 

昨年の種まきは、中学生にかわって、厚陽小 

高学年の児童たちが参加してくれました！！ 

上記の活動は一例です。詳細は、別途班回覧のチラシをご覧ください。 
 
また、“親子の活動”をテーマに“家庭教育”の分野にも取り組んでいきたい

と思っています。市が掲げる３つの公民館像「人づくりの実践」、「学校づくり

へのコーディネート」、「まちづくりへの波及」をテーマに、館内活動の枠を取

り払い、地域に学びの場、語り合いの場を作っていけたらと思っています。 

 

 

 

 

 

協議会は昭和54年に発足、老人クラブ
と中学生との交流が昭和61年から続い
ています。（H30）知事特別賞を受賞！ 

【主催講座】男性料理、料理教室、菊づくり、 

切り絵、ガーデニング、子どもの体験教室など 
 
【クラブ】茶道、洋裁、書道、カラオケ、体操、 

社交ダンス、バドミントン、俳句、フラダンスなど 

日時：平成３１年４月１７日（水） 

１０時より開会式（予備日：１９日） 

場所：厚陽公民館 前庭（花壇） 

（昨年は歴史講座を開催しました） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

《記事に関するお問い合わせは、厚陽公民館まで》 

《講座に関するご意見・ご要望等もお待ちしております》 

★４月の公民館のようす★ 
４日（木） 菊づくり教室 

８日（月） 小中学校入学式（学校） 

 自治協・SN 総会 

１２日（金） 狂犬病予防接種（9：00～9：10） 

 環推協総会 

１４日（日） 狂犬病予防接種（8：50～9：10） 

１６日（火） ふれあい料理教室 

       運動会実行委員会① 

※日時は前後する場合がありますので、 

    公民館へご確認をお願いします。 

クラブ会員も随時募集中です♪ 

１７日（水） 春の種まき（緑花協） 

１８日（木） 菊づくり教室 

１９日（金） 種まき予備日（緑花協） 

２３日（木） 運動会実行委員会② 

２４日（水） 議会報告会 

２５日（木） 菊づくり教室 

厚陽公民館ができた頃を覚えていますか？～ 広報さんよう から～ 

【公民館よりお知らせ】 ～ 新しい体制に変わります ～ 

 私事ですが、この 3月をもちまして厚陽公民館を離れることになりました。 

皆さんのご支援をいただきながら、公民館の桜を眺めること三度、本当にあっと

いう間の年月でした。また、私の異動と同じく、一緒に過ごしてきた主事さんも

この春で退職を迎えます。厚陽での思い出は数知れず、お世話になった皆さん、

この場をお借りしてお礼申し上げます。本当にありがとうございました。  
 思い起こせば、厚陽の皆さんとは“初めまして”からのスタートでした。 

“どのように接していけばよいのか”悩んでいた頃を今では懐かしく思います。

きっと皆さんにもご迷惑をおかけしたことでしょう。でも、心配はどこへやら、

今ではたくさんの方にお声がけをいただけるようになりました。活動ひとつを

考えてみても、そこには皆さんの表情が浮かんできます。それは、厚陽という 

地域に入り込まなければ見えなかったことです。 

 今から 45 年ほど前、合併前の広報さんよう

（1973 年 6月 1日号）に厚陽公民館が完成した

当時の記事が掲載されています。その中の一文に、

「わたくしたちは、生涯を通じて、生活をするため

の知恵を身につける必要があります。この教育を

進めるのが社会教育であり、その中心的な役割を

果たすのが公民館といえます。」とあります。 

 

 

 

 

 こうした公民館本来の機能を大切に、「ひとを育て、つながり、皆さんと一緒に

地域を考えていきましょう」というのが今の公民館の役割です。活動の継続性が

課題とされていますが、公民館事業で後継者育成に取り組み、実践に結びつける

ことができればどうでしょう。さまざまな活動の“力”になりそうな気がします。 

当館は、二人の新しい職員を迎えてスタートします。

ぜひご来館いただき、私たち同様、あたたかく見守って

くださると嬉しいです。厚陽が、笑顔のあふれる優しい

地域であって欲しいと願っています。 H31.3.31（厚陽公民館 社会教育主事） 


